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《鈴木れんきょう会長年頭あいさつ》 

 新年明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては穏やかな年を迎えられ

たことと思います。また、本年が皆様にとって良い年となるよう祈念いたします。 

 昨年を振り返ってみますと、西日本豪雨、強烈な台風の襲来、北海道中部の地震等大きな災害

が発生し、多くの方々が被災され今でも不自由な生活を余儀なくされています。一方では、行方

不明となった男児を捜索開始後間もなく発見・保護したスーパーボランティアの活躍など明る

い話題もありました。 

 災害が発生した時に障がいの有る方は、一人での避難行動や避難所での集団生活が困難なこ

ともあり支援が必要となります。また、自治会単位等の地域での助け合いも重要です。 

この様なボランティア活動、地域での互助の重要性を認識させられた１年でした。 

 ＮＰＯ法人れんきょうは、市民の皆様の障がい理解を推進することが大きな目標になってい

ます。このための活動として、毎年「ほかほかふれあいフェスタ」を秋、冬に開催し市民の皆様、

ボランティア、障がい者が共に参加し相互理解の向上を目指しています。昨年の１０月には市の

障がい福祉関係部局、関係機関と協働して「共にささえあい生きる社会パラスポーツ」を開催し、

障がい者スポーツの紹介・体験を通じて障がい理解の向上に努めました。 

 平成３０年度はＮＰＯ法人れんきょうにとって、昭和６３年に任意団体として発足して 

３０周年を迎えることになります。これを記念して３０周年記念誌の発行と３０周年記念講演

会（平成３１年２月１７日）開催を予定しています。 

 どうぞ本年も会員の皆様、関係機関の皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

発行責任者 
特定非営利活動法人 
相 模 原 市 障 害 児 者 福 祉 団 体 連 絡 協 議 会        

     会 長 鈴 木 秀 美 
相模原市中央区富士見 6－1－20（あじさい会館内） 
Ｔ Ｅ Ｌ ＆ Ｆ Ａ Ｘ  0 4 2 － 7 5 5 － 5 2 8 2 ( 直 通 )   
題 字  相 模 原 市 長  加 山 俊 夫 
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《ほかほかふれあいフェスタの開催報告》 
今年も、１０月２０日（土）あじさい会館内，

ウェルネスさがみはら横広場を会場にして、ほ
かほかふれあいフェスタが開催されました。 
会館内のホールでは昨年に引き続き、映画の上
映『そして父になる』がありました。又、各ボ
ランティアグループの体験コーナー等、本年度
新たに、ロビーで参加全団体のパネル展が行な
われました。各団体趣向をこらして、活動内容
の紹介がなされていました。 
広場では今年も、ミニ SL の運行、大道芸等の
パフォーマンス、バザー、模擬店の出店もあり、

天候にも恵まれ人出が多くありました。同時開催（健康フェスタ：ウェルネスさがみはら内＆さ
がみはら健康スポーツイベント：相模原市体育館）の影響が大きかったかと・・・。 
障がいのある人のみでなく、多くのボランティアさんのお手伝いをいただきました事、皆様の参
加をいただきました事が何よりの１日でした。 

 

《ほかほかふれあいフェスタ障害者週間キャンペーン開催報告》 
１２月８日（土）に、今年も相

模大野駅前ペデストリアンデッ
キに於いて、キャンペーンを実施
しました。「障害者週間」の説明リ
ーフレット、障がい理解を求める
各種のパンフレットや講演会の
チラシ等を配布しました。 
又、例年参加していただいている
車いすダンスや、バンド演奏、よ
さこいソーラン等のパフォーマ
ンスには、足を止めて見学してく
ださる市民の方が大勢いらっし
ゃり、暖かい日差しの中で盛り上

がるキャンペーンとなりました。 
ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。 

 



- 3 - 
 

  《平成３０年度相模原市障害者週間のつどい》 

～共にささえあい生きる社会～  

開催結果報告 
去る１２月９日に平成３０年度相模原市障害者週間のつどいがあじさい会館ホールに２５０

名の多くの来場者を迎え開催されました。 
プログラム内容は、第１部で恒例の「心

の輪を広げる体験作文」「障害者週間のポス
ター」の入賞者表彰式、第２部では、今年
は、市内在住のプロトロンボーンソリスト
として各方面で活躍されている鈴木加奈子
さんをお迎えしました。鈴木加奈子さんは
視覚にハンディがあり、アリエルという名
の盲導犬と共に出演いただきました。クリ
スマスソングや鈴木加奈子さんご自身の作
曲による曲など迫力ある生演奏を聞かせて

いただき、また、おなじみの「世界に一つだけの花」では加奈子さんの演奏に合わせて会場の皆
さんが合唱しました。加奈子さん作曲の「カラフル」という曲ではマラカスで加奈子さんと一緒
に演奏しました。 
トークショーも行い、ご自身の障がいについてや盲導犬アリエルとの生活、盲導犬が果たして

くれる役割など私たちが知らない世界の話を聞かせていただきました。 
 会場の反応を来場者アンケートからいくつかご紹介します。 
ア、鈴木さんの朗らかなお人柄と素敵な演奏を楽しませていただきました。トークの中に出 

て来た「気ままに」という言葉、大事なことと感じました。誰もが気負いなく、自分ら 
しく過ごせる社会になるようこういった催しを続けて行かなければならないと思います。 
ありがとうございました。（３０歳代女性） 

イ、このような会があることを始めて知りました。中学生の作品（表彰式の中のこと）、そ 
して鈴木さんの演奏、お話がとっても良かったです。盲導犬について学ぶことが多くて 
とても良い時間を持つことが出来ました。ありがとうございました。今日のことを家族 
・知人に伝えます。（６０歳代女性） 

ウ、鈴木さんを通して色々なことを知りました。外は寒いのに彼女の話を聞き、暖かい気持 
ちになりました。これからもアリエル（盲導犬）共々頑張ってください。 

（７０歳代女性） 
エ、トロンボーンコンサート良かったです。ミニマラカスを使って「皆で一緒」が楽しかっ 

た。（５０歳代女性） 
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《「共にささえあい生きる社会」パラスポーツ 

              開催結果報告》 
市では、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックで実施されるパラリンピック競技を含
む障がい者スポーツの理解・啓発を推進するため、障がい者団体、社会福祉協議会、 
社会福祉事業団、体育協会、協賛企業等で実行委員会を結成しパラフェスタを開催しました。 
 9 月 22 日に相模大野駅のコンコースでパラアスリートのトークショー、車椅子ダンスが披露
されました。また、パラスポーツ競技の映像放映や写真展示が行なわれ、啓発グッズを配布しま
した。  
 10 月 20 日～21 日には相模原総合補給廠跡地で開かれた「潤水都市さがみはらフェスタ」の
会場の一部がパラスポーツエリアとして提供されました。会場では日本障がい者サッカー連盟
北澤豪会長や車椅子テニスプレーヤーの眞田卓氏のトークショーには多くの観衆が集まり、熱
心に話を聴いていました。また、車椅子テニス、ブラインドサッカー、ボッチャ、フライングデ
ィスク、車椅子バスケットボールの体験コーナーが設置され多くの方々がパラスポーツを楽し
んでいました。市の職員や障がい者団体の方々が障がい理解促進のグッズを配布して、広く市民
の皆様にパラスポーツの普及のための活動を実施しました。 

 

《「さーくる」アクセス状況報告》 

最近のアクセス状況を下表のとおりご報告します。 

 H30 
5 月 

 
6 月 

 
7 月 

 
8 月 

 
9 月 

 
10 月 

 
11 月 

訪問回数（回） 1879 1971 2265 2816 3152 2598 2636 

訪問人数（人） 1480 1645 1894 2392 2702 2130 2145 

見られたコンテンツ（件） 4205 4482 4974 5775 6576 5901 5824 

初めて訪問する人の率
（％） 

70.0 74.9 76.0 77.7 78.5 73 73.8 

 
＜コメント＞  
平成 29 年 12 月から平成 30 年 11 月までの 1 年間は徐々に訪問回数も増え、合計で約 2 万 
5 千件に達しました。しかし 9 月をピークに横ばい状況です。10 月には「さーくる」に SNS 
ボタンを設置しましたので皆さんぜひ活用してみてください。 
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《れんきょうしゃべり場カフェ開催報告》 
 今年度のしゃべり場カフェは 10 月 26 日開催されまし
た。今年でれんきょうは 30 周年を迎えます。その記念業
の一つとして、記念誌を発行することになり、その記念誌
の中に加盟団体の皆さんの座談会を乗せることになりま
して、テーマは相模原市のキャッチフレーズ「共にささえ
あい生きる社会」ですが、それにこだわらず自由にご発言
いただき、それを編集して記念誌に掲載いたします。 
皆さんの発言内容については、今後配布される記念誌を
是非お読みください。 

《れんきょう 30周年記念誌発行について》 
昭和６３年に発足しました「相模原市障害児者福祉団体連絡協議会（通称 連協）は本年度に

３０周年を迎えます。これを記念して記念誌を発行する予定です。 
 掲載内容は行政、福祉団体、支援者の方々からのご挨拶文、加盟団体の活動内容の紹介、 
会員による座談会、連協の活動年表等です。 
 現在、実行委員会を組織して２月の発行を目標に鋭意取り進めております。 

《れんきょう 30周年記念講演会開催案内》 
私たち NPO 法人れんきょうは、任意団体の時から通算して３０周年になり、記念式典並びに

記念講演会を開催します。講演会の講師は、今井絵理子氏です。今井絵理子氏はご存知の方も多
いと思いますが元 SPEED のメンバーです。ご子息が聴覚障がいを持っており、「障がいは個性、
不便だけど不幸じゃない」という考えが持論であり、今回の演題も「障がいはひとつの個性」で
す。 
今井絵理子氏は、現在は自民党公認参議院議員であり、党内では女性局次長、障害者問題調査

会事務局長、発達障害者の支援の在り方に関する PT 事務局次長、聴覚・視覚・言語障害児支援
の在り方に関する PT 事務局長などの役職につき、障がい児の教育福祉政策に力を入れて活動し
ています。 
なお、今回の講演は、ご厚意により無償で行っていただきます。 
記念式典・記念講演会の開催日時・会場などは以下の通りです。 

   
◆ 日 時 平成３１年２月１７日（日）午後１時３０分～２時 記念式典 

                     午後２時～３時３０分 記念講演 
  ◆ 会 場 相模原市立あじさい会館１階ホール 
  ◆ 参加費 無料 
  ◆ 定 員 ３００名（当日先着順） 
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《第 33回障害者による書道・写真全国コンテスト結果報告》 
全国から書道 1,115 点写真 184 点の出展参加があり、相模原市からは書道 4 点、写真 1 点で

参加いたしました。審査の結果残念でしたが相模原市
での入賞はありませんでした。団体所属登録の関係で
相模原市身体障害者連合会会長 小出庄作さんは神奈
川県から参加して、見事銀賞を受賞いたしました。小
出さんは昨年の金賞に続き連続入賞です。おめでとう
ございます。 

 

《第 5回新成人を祝う会開催案内》 
日 時：平成 31 年 1 月 20 日（日） 午後１時～４時 

                     〈第一部 式典〉、〈第二部 祝賀会〉 
会 場：相模原市けやき会館 ５階 大樹の間 
対象者：相模原市在住及び在勤の障がいのある新成人の方 
        （平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生まれの方） 
参加費：無料 
問合せ先：申込先 
    〒252－0243 相模原市中央区上溝 1887－1 
    相模原市手をつなぐ育成会事務局内「新成人を応援する会」 042－759－4310  

Email:Sagamihara-ikuseikai@ triton.ocn.ne.jp 
 詳細は相模原市障害への理解を進める情報発信サイト「さーくる」を検索していただき 
ホームページをご覧ください。 

《ボーリング大会開催のお知らせ》 
恒例となりました相模原ボランティア協会主催の新春ボーリング大会が本年度も開催されま

す。開催日は平成 31 年 2 月 16 日（土）9：00～11：00 で、会場は相模原パークレーンズ（Ｊ
Ｒ横浜線相模原駅より徒歩 2 分）です。 

 このボーリング大会では、ガーターも無く、球ころがし台の使
用も出来るよう障がいの有る方も楽しく参加できる内容となっ
ています。 
 多くの、障がいのある方、ご家族、支援者の皆様の参加をお待
ちしています。 
 新春ボーリング大会の開催要領や参加申込書は関係団体宛に
送付していますので、参加希望者は団体の責任者にお問い合わ
せ願います。 

  障がいのある人・その家族のみなさん 

ボウリング大会に参加してボランティアとの交流を深めましょう    

 

新春ボウリング大会 

   参加者大募集！！ 
 

 

日時：平成３１年２月１６日（土）午前９時～午前１１時 
     

受付：午前８時１０分～８時３０分 ２階受付カウンター前 
     

場所：相模原パークレーンズ（中央区相模原 2-7-4） 
JR 横浜線相模原駅南口より徒歩２分(☎０４２－７５５－１１１０） 

 

参 加 費：４００円 

申込方法：同封の参加申込書に必要事項をご記入いただき、団体または作業所で 

取りまとめの上、ＦＡＸでお申込みください。 

申込締切：平成３１年 1月２１日（月） 

（注意！：締切後は受け付けません。） 

※詳しくは下記までお問い合わせください。 

 

申込・問合せ先： 

認定 NPO 法人 相模原ボランティア協会 

電話・ＦＡＸ：０４２－７５９－７９８２ 

 

ボランティアも同時募集中です。お手伝い下さる方は、同封の用紙に 

ご記入の上、相模原ボランティア協会までＦＡＸでご連絡ください。 
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《（株）クライム社様創立 30周年記念事業の紹介》 
 ㈱クライムエヌシーデー様が今年で創業
３０周年を迎えられました。 
同社には、創業時から現在に至るまで多年に
亘り財政的面で多大なご支援を賜り厚く感
謝しております。また、平成８年には同社か
ら贈呈されましたアニメ映画「カッタ君物語」
の鑑賞会も開催されました。 
 同社では３０周年を迎え、相模原市、相模
原市社会福祉協議会に対し福祉車両等を贈
呈されることとなり、平成３０年９月２１日

に市役所にて贈呈式が行なわれました。 
 同社の高橋会長、高橋社長はじめ社員皆様の障がい者に対する温かい気持ちが、このような多
年に亘るご支援に繋がっているものと思います。 
 ㈱クライムエヌシーデー様の今後益々のご発展を願います。 

 

《災害時の支援に関する講演会への協力》 

１１月１８日（日）ウェルネスさがみはらに於いて、相模原市発達障害支援センター主催の「発

達障害者と家族への災害時の支援（講師：北村弥生氏）」と題した講演会が実施されました。 

事前に、相模原市発達障害支援センターよりれんきょう宛に『防災パンフレット』の発達障害者

向けの説明をして欲しいとの協力要請があり、当日、れんきょうとして先に（平成２３年度～平

成２４年度）に相模原市に協力をいただき作成した「大地震（災害）の時助けてください」「大

地震（災害）の時生き延びるために」の『防災パンフレット』の内容説明を実施いたしました。

その際、過去に市の関係各課と一緒に実施してきた防災勉強会の内容や『防災パンフレット』を

作成した経緯等を説明し、報告いたしました。 

当日は、発達障がい児者の支援者、家族の方々の参加があり、講師の方からも「相模原市は行政

と障がい者団体との連携がなされている」事や内容への高評価をいただきました。 

れんきょうからは３名の理事が参加いたしました。 
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《相模原やまびこ会講演会開催案内》 
 
うすいまさと ライブ＆トーク  ～可能性を信じる子育て～ 
  日 時：平成 31 年 2 月 10 日（日） 13：00～16：00 受付 12：30～ 
  場 所：相模原市立あじさい会館 ６階 展示室 
  参加費：無料 定員 200 名（先着順） 

連絡先：090－6518－4440 

 
事務局たより 

《平成 30年度冬季受託事業 
（うどん・チャンポン・皿うどんセット）の案内》 

例年通り下記の商品を取り揃えております。お年賀等にご利用ください。皆様のご購入をお
待ちいたしております。 

① チャンポン・皿うどん詰合せ N-1（化粧箱入り）標準小売価格 2,916 円➡2,200 円 
（長崎ちゃんぽん麺 100ｇ×4 袋、スープ 4 袋 長崎皿うどん麺 60ｇ×4 袋、スープ 4 袋 

② 島原のれん（V-40）（化粧箱入り）  標準小売価格 4,322 円➡2,900 円 
※販売期間：平成 30 年 11 月 1 日～平成 31 年 1 月 31 日 
     チャンポン皿うどんセットの受注は 12 月 10 日で締切らさせていただきました。 
※販売場所：商品お渡し場所 あじさい会館内 4 階 NPO 法人れんきょう事務所 
※販売時間：午前 10：00～午後 4：00（月曜日～金曜日） 
※お問合せ：NPO 法人れんきょう事務所まで。電話 042－755－5282 

 

《新車紹介セールご協力のお願い》 

～（株）クライム社様より新車購入紹介セールのお知らせ～ 
対象車種：乗用車、ライトバン、RV、トラック 

  対象メーカー：日産、トヨタ、ホンダ、マツダ、三菱 
  新車購入の成約前に必ず NPO 法人れんきょう事務所まで連絡をお願いいたします。 

✤ご協力いただいた方には、協力手数料をお支払いいたします。 
  詳細は NPO 法人れんきょう事務所まで（042－755－5282） 
 
株式会社クライムエヌシーデー様 横北友の会様よりご芳志をいただきました。

ありがとうございました。 
 

 

 


